
(57)【要約】

【課題】診察後の薬剤内服、注射等をなくして患者に対

する負担、痛みを無くし、患部に対する薬効の向上、促

進をはかり、かつ患部以外への薬剤の副作用を抑える。

【解決手段】体腔内用超音波探触子１００　のカテーテ

ル部１１０　に対し、その先端部分に、診断用振動子１

１１　及び薬効促進用振動子１１２　を隣接配置する。

カテーテルシース１１６　には、振動子配置部位に向っ

て開口する、投薬チャンネル１１５－１　～１１５－３

　を形成する。これら投薬チャンネルに薬剤を注入する

薬剤注入部１５０　を設ける。診断用振動子１１１　を

用いて診察した後、この診察結果に基づいて投薬チャン

ネルを選択して薬剤を投与し、これに向って、薬効促進

用振動子１１２　から超音波を照射する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 探 触 子 を 用 い て 体 腔 内 を 診 察 し 、 こ の 診 察 結 果 に 基 づ い て 薬 剤 を 投 与 す る 超 音 波 診
断 ・ 投 薬 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の カ テ ー テ ル 部 は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 発 生
超 音 波 周 波 数 の 異 な る 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 が 隣 接 配 置 さ れ 、 そ の カ テ ー テ
ル シ ー ス に は こ れ ら 振 動 子 配 置 部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 設 け ら れ た 構 造 を
成 し て 、 前 記 診 断 用 振 動 子 を 用 い て 体 腔 内 の 患 部 を 診 察 し 、 前 記 投 薬 チ ャ ン ネ ル を 通 し て
、 前 記 体 腔 内 の 患 部 に 直 接 薬 剤 を 投 与 し 、 こ の 投 与 さ れ た 薬 剤 に 対 し 前 記 薬 効 促 進 用 振 動
子 か ら 超 音 波 を 照 射 す る 構 成 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 超 音 波 探 触 子 と 、 こ の 超 音 波 探 触 子 が 接 続 さ れ て そ の 診 断 用 振 動 子 で 受 波 さ れ た 信 号
に 基 づ い て 体 腔 内 及 び そ の 周 辺 の 断 面 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 を 有 し て 成
り 、 前 記 超 音 波 探 触 子 が 、 次 の 各 構 成 部 材 を 備 え て 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診
断 ・ 投 薬 シ ス テ ム 。
（ イ ） 先 端 部 分 に 隣 接 配 置 さ れ た 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 と 、 こ れ ら 診 断 用 振
動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 を 設 定 さ れ た 軸 に 対 し 回 転 さ せ る ト ル ク ワ イ ヤ と 、 前 記 診 断 用
振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 並 び に ト ル ク ワ イ ヤ を 回 転 可 能 な よ う に 内 側 に 保 持 収 容 し 、
そ の 外 周 部 分 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 延 び て 前 記 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 の 配 置
部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た カ テ ー テ ル シ ー ス と 、 を 含 む カ テ ー テ
ル 部
（ ロ ） 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 操 作 を 含 む 諸 操 作 を 行 う 操 作 部
（ ハ ） 前 記 操 作 部 に 対 し 隣 接 配 備 さ れ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル に 薬 剤 を 注
入 す る 薬 剤 注 入 部
（ ニ ） 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 間 で 電 気 信 号 の 授 受 を 行 う ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ
【 請 求 項 ３ 】
前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の カ テ ー テ ル 部 に 、 複 数 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た 構 造 で あ
る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の カ テ ー テ ル 部 の カ テ ー テ ル シ ー ス に 、 そ の 長 手 方 向 に 延 在 す る
ガ イ ド ワ イ ヤ を 含 ん で 成 る 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 診 断 用 振 動 子 か ら の 信 号 に 基 づ い て 体 腔
内 及 び そ の 周 辺 部 分 の 断 面 画 像 を 表 示 す る 表 示 器 と 、 こ の 表 示 器 に 表 示 さ れ る 断 面 画 像 上
の ガ イ ド ワ イ ヤ ・ 患 部 間 の 位 置 関 係 、 及 び 前 記 診 断 用 振 動 子 の 回 転 タ イ ミ ン グ に 基 づ い て
前 記 薬 効 促 進 用 振 動 子 か ら 照 射 さ れ る 超 音 波 の 発 生 、 制 御 を 行 う 薬 効 促 進 用 超 音 波 信 号 発
生 制 御 部 と 、 を 含 ん で 成 る 、 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 ・ 投
薬 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の カ テ ー テ ル 部 に 複 数 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル が
形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 そ の 表 示 器 に 表 示 さ れ る 断 面 画 像 に 基 づ い て 前 記 複 数 の 投 薬 チ ャ
ン ネ ル の う ち か ら 実 際 に 薬 剤 を 投 与 す る チ ャ ン ネ ル を 選 択 す る 、 投 薬 チ ャ ン ネ ル 選 択 部 を
含 ん で 成 り 、 そ の 選 択 さ れ た 投 薬 チ ャ ン ネ ル に 応 じ て 、 超 音 波 の 発 生 、 制 御 が 行 わ れ る 構
成 で あ る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 体 腔 内 の 患 部 を 診
察 し た 後 、 こ の 診 察 結 果 に 基 づ い て 薬 剤 を 投 与 す る 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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従 来 、 体 腔 内 の 患 部 を 診 察 し た 後 、 薬 剤 を 投 与 す る 場 合 、 ま ず 、 体 腔 内 用 の 超 音 波 探 触 子
を 体 腔 内 の 患 部 付 近 ま で 挿 入 し て 患 部 を 診 察 し 、 そ の 状 況 に 合 っ た 薬 剤 を 選 択 し て こ れ を
、 内 服 、 注 射 等 に よ り 投 与 す る 方 法 が 一 般 的 で あ っ た 。
そ の 体 腔 内 患 部 の 診 察 に 用 い ら れ る 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 例 を 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ
） に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ０ ｘ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る カ テ
ー テ ル 部 ３ １ ０ ｘ と 、 こ の カ テ ー テ ル 部 ３ １ ０ ｘ の 挿 入 操 作 、 診 断 操 作 を 行 う 操 作 部 ３ ２
０ ｘ と 、 こ の 操 作 部 ３ ２ ０ ｘ と 超 音 波 診 断 装 置 （ 図 示 省 略 ） と の 間 を 接 続 す る ケ ー ブ ル ３
３ ０ ｘ 及 び コ ネ ク タ ３ ４ ０ ｘ と 、 を 有 す る 構 成 と な っ て お り 、 そ の 各 部 の 詳 細 は 次 の と お
り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま ず 、 カ テ ー テ ル 部 ３ １ ０ ｘ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 最 外 周 に 管 状 の カ テ ー テ ル シ ー
ス ３ １ １ ｘ が 形 成 さ れ 、 そ の 内 側 に は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 ３ １
２ ｘ 、 及 び こ れ を 保 持 固 定 す る 保 持 部 ３ １ ３ ｘ が 配 置 さ れ 、 こ の 部 分 か ら 操 作 部 ３ ２ ０ ｘ
に 至 る ま で の 間 に 、 保 持 部 ３ １ ３ ｘ に つ な が っ て こ の 保 持 部 ３ １ ３ ｘ 及 び 振 動 子 ３ １ ２ ｘ
を 回 転 さ せ る ト ル ク ワ イ ヤ ３ １ ４ ｘ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 ト ル ク ワ イ ヤ ３ １ ４ ｘ は 、 操 作 部 ３ ２ ０ ｘ 内 に 配 置 さ れ た モ ー タ （ 図 示 省 略 ） に よ
り 毎 秒 ２ ０ ～ ３ ０ 回 程 度 の 割 合 で 回 転 し 、 ま た ト ル ク ワ イ ヤ ３ １ ４ ｘ の 内 側 に は 、 振 動 子
３ １ ２ ｘ へ の 超 音 波 発 生 用 の 信 号 、 及 び そ の 超 音 波 反 射 波 の 受 波 信 号 を 伝 達 す る 信 号 線 ３
１ ５ ｘ が 配 置 さ れ 、 ス リ ッ プ リ ン グ （ 図 示 省 略 ） 、 並 び に ケ ー ブ ル ３ ３ ０ ｘ 及 び コ ネ ク タ
３ ４ ０ ｘ を 介 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 振 動 子 ３ １ ２ ｘ で 送 受 さ れ た 信 号 に よ り 、 そ の 部 分 を 中 心 と す る ３ ６ ０ ° の 断 面 の 影
像 が 超 音 波 診 断 装 置 の 表 示 部 に 表 示 さ れ 、 そ の 部 分 の 診 察 を 行 う こ と が で き る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ２ ６ ０ １ ７ 号 公 報 （ 図 １ ， 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ５ ０ ｙ 付 き の も の （ ３ ０ ０ ｙ ）
も あ り 、 カ テ ー テ ル 部 ３ １ ０ ｙ の 体 腔 内 へ の 挿 入 の 際 に 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ５ ０ ｙ が 先
に 挿 入 さ れ 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ５ ０ ｙ に 導 か れ て 、 カ テ ー テ ル 部 ３ １ ０ ｙ が 体 腔 内 に 挿
入 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ７ － ５ ９ ７ ７ ６ 号 公 報 （ 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） ）
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ０ ｘ ， ３ ０ ０ ｙ で 診 察 さ れ た 結 果 に 基 づ い て 、 薬 剤 が 選
択 さ れ 、 内 服 、 注 射 等 に よ り 薬 剤 が 投 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム で は 、 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 ３ ０ ０ ｘ ， ３ ０ ０
ｙ の カ テ ー テ ル 部 ３ １ ０ ｘ ， ３ １ ０ ｙ を 体 腔 内 に 挿 入 し て 患 部 の 診 察 を 行 っ た 後 、 そ の 結
果 に 基 づ い て 薬 剤 を 、 内 服 、 注 射 等 に よ り 投 与 す る シ ス テ ム と な っ て い る の で 、 患 部 に 対
し 、 体 腔 内 診 察 以 外 に 薬 剤 内 服 、 注 射 等 の 負 担 、 痛 み が あ る 上 、 薬 剤 の 効 果 に つ い て は 、
薬 効 の 低 下 や 遅 れ 、 患 部 以 外 の 部 分 に 対 す る 副 作 用 等 が 現 れ る 、 と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 患 者 に 対 す る 薬 剤 の 内 服 、 注 射 等 の 負
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担 、 痛 み を 無 く し 、 患 部 に 対 す る 薬 効 の 向 上 及 び 促 進 を は か り 、 か つ 、 患 部 以 外 の 部 分 に
対 す る 薬 剤 の 副 作 用 を 抑 え る こ と が で き る 、 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム は 、 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 体 腔 内 を 診 察 し 、 こ の 診 察
結 果 に 基 づ い て 薬 剤 を 投 与 す る 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の
カ テ ー テ ル 部 は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 発 生 超 音 波 周 波 数 の 異 な る 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進
用 振 動 子 が 隣 接 配 置 さ れ 、 そ の カ テ ー テ ル シ ー ス に は こ れ ら 振 動 子 配 置 部 位 に 向 っ て 開 口
す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 設 け ら れ た 構 造 を 成 し て 、 前 記 診 断 用 振 動 子 を 用 い て 体 腔 内 の 患 部
を 診 察 し 、 前 記 投 薬 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 、 前 記 体 腔 内 の 患 部 に 直 接 薬 剤 を 投 与 し 、 こ の 投
与 さ れ た 薬 剤 に 対 し 前 記 薬 効 促 進 用 振 動 子 か ら 超 音 波 を 照 射 す る 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 と 、 こ の 超 音 波 探 触 子 が 接 続 さ れ て
そ の 診 断 用 振 動 子 で 受 波 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 体 腔 内 及 び そ の 周 辺 の 断 面 画 像 を 表 示 す る
超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 を 有 し て 成 り 、 前 記 超 音 波 探 触 子 が 、 次 の 各 構 成 部 材 を 備 え て 構
成 さ れ る 。
（ イ ） 先 端 部 分 に 隣 接 配 置 さ れ た 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 と 、 こ れ ら 診 断 用 振
動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 を 設 定 さ れ た 軸 に 対 し 回 転 さ せ る ト ル ク ワ イ ヤ と 、 前 記 診 断 用
振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 並 び に ト ル ク ワ イ ヤ を 回 転 可 能 な よ う に 内 側 に 保 持 収 容 し 、
そ の 外 周 部 分 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 延 び て 前 記 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 の 配 置
部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た カ テ ー テ ル シ ー ス と 、 を 含 む カ テ ー テ
ル 部
（ ロ ） 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 操 作 を 含 む 諸 操 作 を 行 う 操 作 部
（ ハ ） 前 記 操 作 部 に 対 し 隣 接 配 備 さ れ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル に 薬 剤 を 注
入 す る 薬 剤 注 入 部
（ ニ ） 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 間 で 電 気 信 号 の 授 受 を 行 う ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の カ テ ー テ ル 部 に 、 複 数 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た 構
造 で あ り 、 更 に 、 そ の カ テ ー テ ル 部 の カ テ ー テ ル シ ー ス に 、 そ の 長 手 方 向 に 延 在 す る ガ イ
ド ワ イ ヤ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 診 断 用 振 動 子 か ら の 信 号 に 基 づ い
て 体 腔 内 及 び そ の 周 辺 部 分 の 断 面 画 像 を 表 示 す る 表 示 器 と 、 こ の 表 示 器 に 表 示 さ れ る 断 面
画 像 上 の ガ イ ド ワ イ ヤ ・ 患 部 間 の 位 置 関 係 、 及 び 前 記 診 断 用 振 動 子 の 回 転 タ イ ミ ン グ に 基
づ い て 前 記 薬 効 促 進 用 振 動 子 か ら 照 射 さ れ る 超 音 波 の 発 生 、 制 御 を 行 う 薬 効 促 進 用 超 音 波
信 号 発 生 制 御 部 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の カ テ ー テ ル 部 に 複 数 の 投 薬 チ ャ ン
ネ ル が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 そ の 表 示 器 に 表 示 さ れ る 断 面 画 像 に 基 づ い て 前 記 複 数 の 投
薬 チ ャ ン ネ ル の う ち か ら 実 際 に 薬 剤 を 投 与 す る チ ャ ン ネ ル を 選 択 す る 、 投 薬 チ ャ ン ネ ル 選
択 部 を 含 ん で 成 り 、 そ の 選 択 さ れ た 投 薬 チ ャ ン ネ ル に 応 じ て 、 超 音 波 の 発 生 、 制 御 が 行 わ
れ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 は 、 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 体 腔 内 を 診 察 し 、 こ の 診 察 結 果 に 基 づ い
て 薬 剤 を 投 与 す る 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 超 音 波 探 触 子 の カ テ ー テ ル 部
は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 発 生 超 音 波 周 波 数 の 異 な る 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 が 隣
接 配 置 さ れ 、 そ の カ テ ー テ ル シ ー ス に は こ れ ら 振 動 子 配 置 部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ
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ン ネ ル が 設 け ら れ た 構 造 を 成 し て 、 上 記 診 断 用 振 動 子 を 用 い て 体 腔 内 の 患 部 を 診 察 し 、 上
記 投 薬 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 、 上 記 体 腔 内 の 患 部 に 直 接 薬 剤 を 投 与 し 、 こ の 投 与 さ れ た 薬 剤
に 対 し 上 記 薬 効 促 進 用 振 動 子 か ら 超 音 波 を 照 射 す る 構 成 を 有 し 、
上 記 超 音 波 探 触 子 と 、 こ の 超 音 波 探 触 子 が 接 続 さ れ て そ の 診 断 用 振 動 子 で 受 波 さ れ た 信 号
に 基 づ い て 体 腔 内 及 び そ の 周 辺 の 断 面 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 を 有 し て 成
り 、 詳 し く は 、 上 記 超 音 波 探 触 子 が 、 次 の 各 構 成 部 材 を 備 え て 構 成 さ れ る 。 即 ち 、
（ イ ） 先 端 部 分 に 隣 接 配 置 さ れ た 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 と 、 こ れ ら 診 断 用 振
動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 を 設 定 さ れ た 軸 に 対 し 回 転 さ せ る ト ル ク ワ イ ヤ と 、 上 記 診 断 用
振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 並 び に ト ル ク ワ イ ヤ を 回 転 可 能 な よ う に 内 側 に 保 持 収 容 し 、
そ の 外 周 部 分 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 延 び て 上 記 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 の 配 置
部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た カ テ ー テ ル シ ー ス と 、 を 含 む カ テ ー テ
ル 部
（ ロ ） 上 記 カ テ ー テ ル 部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 操 作 を 含 む 諸 操 作 を 行 う 操 作 部
（ ハ ） 上 記 操 作 部 に 対 し 隣 接 配 備 さ れ て 、 上 記 カ テ ー テ ル 部 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル に 薬 剤 を 注
入 す る 薬 剤 注 入 部
（ ニ ） 上 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 間 で 電 気 信 号 の 授 受 を 行 う ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う な 構 成 、 構 造 と す る こ と に よ り 、 患 部 の 診 察 の 後 に 改 め て 薬 剤 の 内 服 や 注 射 を し
な く て 済 み 、 患 者 に 対 す る 負 担 、 痛 み を 無 く す こ と が で き る と 同 時 に 、 薬 剤 を 患 部 に 直 接
投 与 す る こ と が で き て 薬 剤 の 効 用 を 高 め 、 か つ 薬 効 の 促 進 を は か り 、 薬 剤 の 患 部 以 外 へ の
副 作 用 を 抑 え る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ り 、 ま た 薬 剤 に 対 し 超 音 波 が 照 射 さ れ て 、
薬 剤 の 外 皮 が 破 壊 さ れ る 。 従 っ て 、 更 に 薬 効 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 、 投 薬 機 構 付 き の 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 全
体 の 斜 視 図 、 そ の カ テ ー テ ル 部 先 端 部 分 の 拡 大 図 、 及 び 先 端 部 分 の 断 面 側 面 図 、 図 ２ は こ
の 実 施 例 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
こ の 実 施 例 は 、 大 き く 分 け て 、 投 薬 機 構 付 き の 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ と 薬 効 制 御 機
能 付 き の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ と 、 を 有 し 、 こ れ ら の 詳 細 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 、 投 薬 機 構 付 き の 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る カ テ ー テ ル 部
１ １ ０ 、 そ の 体 腔 内 へ の 挿 入 操 作 等 を 行 う 操 作 部 １ ２ ０ 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ と 接
続 し て 信 号 の 授 受 を 行 う ケ ー ブ ル １ ３ ０ 及 び コ ネ ク タ １ ４ ０ 、 カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ に 配 設
さ れ て い る 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ に 薬 剤 を 注 入 す る 薬 剤 注 入 部 １ ５ ０ 、 並 び に カ テ ー テ ル
部 １ １ ０ に 延 在 し て こ の カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ の 体 腔 内 へ の 挿 入 を ガ イ ド す る ガ イ ド ワ イ ヤ
１ ６ ０ を 備 え て お り 、 更 に こ れ ら の 詳 細 は 次 の と お り と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ の 構 成 、 構 造 は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 発 生 す る 超 音 波 周 波 数 が 異 な る 診
断 用 振 動 子 １ １ １ 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 １ １ ２ が 配 置 さ れ て 振 動 子 保 持 部 １ １ ３ に 保 持 さ
れ 、 こ れ ら 振 動 子 （ １ １ １ ， １ １ ２ ） を ト ル ク ワ イ ヤ １ １ ４ に よ り 、 設 定 さ れ た 軸 に 対 し
例 え ば ３ ０ ｒ ． ｐ ． ｓ 　 程 度 で 回 転 さ せ 、 ま た 、 そ の 内 側 に 配 置 さ れ た 信 号 線 １ １ ７ に よ
り 、 振 動 子 に 対 す る 信 号 の 授 受 を 行 う 。 こ れ ら 振 動 子 （ １ １ １ ， １ １ ２ ） 及 び ト ル ク ワ イ
ヤ １ １ ４ の 外 側 に は 、 こ れ ら を 内 側 に 回 転 可 能 な よ う に 保 持 、 収 容 す る カ テ ー テ ル シ ー ス
１ １ ６ が 設 け ら れ て い て 、 こ の カ テ ー テ ル シ ー ス １ １ ６ に は 、 そ の 外 周 部 分 に 、 そ の 長 手
方 向 に 延 び て 、 振 動 子 （ １ １ １ ， １ １ ２ ） の 配 置 部 位 に 向 っ て 開 口 す る 、 複 数 （ こ の 実 施
例 で は ３ ） の 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ （ １ １ ５ － １ ～ １ １ ５ － ３ ） が 形 成 さ れ 、 か つ 、 ガ イ
ド ワ イ ヤ １ ６ ０ が 、 同 様 に 、 そ の 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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ま た 、 操 作 部 １ ２ ０ に は 、 そ の 内 側 に 、 ト ル ク ワ イ ヤ １ １ ４ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ １ ２ １
と 、 回 転 す る ト ル ク ワ イ ヤ １ １ ４ の 内 側 の 信 号 線 １ １ ７ の 信 号 を ケ ー ブ ル １ ３ ０ の 芯 線 へ
と 中 継 す る ス リ ッ プ リ ン グ １ ２ ２ と 、 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 操 作 部 １ ２ ０ に 隣 接 し て 、 カ テ ー テ ル シ ー ス １ １ ６ に 形 成 さ れ て い る 投 薬 チ ャ ン ネ ル
１ １ ５ （ １ １ ５ － １ ～ １ １ ５ － ３ ） そ れ ぞ れ に 対 応 し て 、 薬 剤 注 入 器 ５ ０ ０ か ら の 薬 剤 を
注 入 す る 注 入 口 １ ５ １ （ １ ５ １ － １ ～ １ ５ １ － ３ ） を 含 む 、 薬 剤 注 入 部 １ ５ ０ が 配 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 薬 効 制 御 付 き の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ の コ ネ ク タ １ ４
０ と 結 合 す る コ ネ ク タ ２ １ ０ と 、 操 作 部 １ ２ ０ 内 の モ ー タ １ ２ １ を 駆 動 さ せ る モ ー タ 駆 動
部 ２ ２ ０ と 、 診 断 用 振 動 子 １ １ １ に 対 し 、 診 断 用 の 超 音 波 発 生 用 信 号 を 発 生 し 送 信 す る 診
断 用 超 音 波 発 生 部 ２ ３ ０ と 、 診 断 用 振 動 子 １ １ １ か ら の 信 号 を 処 理 し て そ の 信 号 に 基 づ い
て 体 腔 内 及 び そ の 周 辺 部 分 の 断 面 画 像 を 表 示 す る 、 表 示 器 ２ ４ １ を 含 む 信 号 処 理 ・ 表 示 部
２ ４ ０ と 、 表 示 器 ２ ４ １ の 断 面 画 像 に 基 づ い て 複 数 の 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ － １ ～ １ １ ５
－ ３ の う ち か ら 実 際 に 投 薬 す る チ ャ ン ネ ル を 選 択 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル 選 択 部 ２ ５ ０ と 、 こ
の 投 薬 チ ャ ン ネ ル 選 択 部 ２ ５ ０ で 選 択 さ れ た 投 薬 チ ャ ン ネ ル が 患 部 付 近 に 近 接 し た タ イ ミ
ン グ を モ ー タ 駆 動 部 ２ ２ ０ か ら の 信 号 に よ り 自 動 的 に 検 出 し て 、 そ の タ イ ミ ン グ で 薬 効 促
進 用 振 動 子 １ １ ２ に 対 し 超 音 波 発 生 用 信 号 を 発 生 し 送 信 す る 薬 効 促 進 用 超 音 波 信 号 発 生 部
２ ６ ０ と 、 を 備 え た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｂ ） に 示 さ れ た 、 体 腔 内 へ の カ テ ー テ ル 部 挿 入 状 態 、 及 び そ の 患 部
付 近 の 断 面 画 像 に 基 づ い て 、 こ の 実 施 例 の 動 作 等 を 説 明 す る 。
ま ず 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ に 導 か れ て カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ が 体 腔 内 ７ ０ ０ に 挿 入 さ れ 、 診
断 用 振 動 子 １ １ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 表 示 器 ２ ４ １ に 表 示 さ れ た 画 像 等 に よ り 、 そ の 先
端 部 分 が 患 部 ７ ５ ０ 付 近 に 到 達 し て （ 図 ３ （ ａ ） 参 照 ） 、 そ の 部 分 の 断 面 画 像 が 表 示 器 ２
４ １ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 断 面 画 像 は 、 そ の 中 心 に 診 断 用 振 動 子 １ １ １ が 来 る よ う に す る と 、 そ の 周 囲 に 体 腔 内
７ ０ ０ の 壁 面 等 が 表 示 さ れ 、 ま た 、 そ の 壁 面 か ら ふ く れ 上 が っ た 患 部 ７ ５ ０ が 表 示 さ れ る
。 ま た 、 カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ に 延 在 す る ガ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ が 、 診 断 用 振 動 子 １ １ １ に 対
応 し て 、 点 状 に 表 示 さ れ る （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ こ で 、 こ れ ら 診 断 用 振 動 子 １ １ １ 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ の 表 示 位 置 と 、 患 部 ７ ５ ０ の
表 示 位 置 と か ら 、 患 部 ７ ５ ０ に 近 接 し た 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ を 選 択 し 、 こ の 選 択 さ れ た
投 薬 チ ャ ン ネ ル に 対 し 薬 剤 注 入 部 １ ５ ０ の 注 入 口 １ ５ １ か ら 薬 剤 ６ ０ ０ を 注 入 し 、 そ の 開
口 部 か ら 患 部 ７ ５ ０ に 対 し 薬 剤 ６ ０ ０ を 投 与 す る 。 そ し て 、 薬 効 促 進 用 振 動 子 １ １ ２ の 超
音 波 発 射 面 が 患 部 ７ ５ ０ 方 向 に 向 い た タ イ ミ ン グ で こ の 振 動 子 （ １ １ ２ ） か ら 超 音 波 を 発
射 し 、 薬 剤 ６ ０ ０ の 外 皮 等 を 破 壊 し て 、 薬 剤 ６ ０ ０ の 成 分 が 患 部 ７ ５ ０ に 対 し 効 果 的 に 作
用 す る よ う に す る （ 図 ３ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 実 施 例 で は 、 患 部 ７ ５ ０ を 画 像 表 示 し て 診 察 し 、 こ の 診 察 結 果 に 基 づ い て 直 ち に 、 そ
の カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ に よ り 患 部 ７ ５ ０ に 対 し 薬 剤 ６ ０ ０ が 投 与 さ れ る の で 、 従 来 の よ う
に 診 察 後 に 改 め て 薬 剤 の 内 服 や 注 射 を し な く て 済 み 、 患 者 に 対 す る 、 煩 わ し い 薬 剤 の 内 服
や 注 射 等 の 負 担 や 痛 み を 無 く す こ と が で き 、 ま た 、 薬 剤 ６ ０ ０ が 患 部 ７ ５ ０ に 対 し 直 接 投
与 さ れ る の で 、 薬 剤 ６ ０ ０ の 効 用 を 高 め 、 そ の 薬 効 を 促 進 す る こ と が で き 、 ま た 患 部 以 外
へ の 薬 剤 に よ る 副 作 用 を 抑 え る こ と が で き 、 し か も 投 与 さ れ た 薬 剤 ６ ０ ０ に 対 し 超 音 波 が
照 射 さ れ る の で 、 こ の 超 音 波 に よ り 薬 剤 ６ ０ ０ の 外 皮 を 破 壊 す る こ と が で き て 、 そ の 薬 効
を 更 に 促 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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こ の 実 施 例 で は 、 カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ の 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ の 数 を ３ 本 と し た が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 患 部 に 近 い 部 位 に 薬 剤 が 投 与 さ れ 、 投 薬 チ ャ ン ネ ル 内 を 薬 剤
が 円 滑 に 通 過 し 、 か つ 、 カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ が 体 腔 内 に 円 滑 に 挿 入 さ れ る よ う に 、 そ の 数
を 定 め れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 カ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ は 、 カ テ ー テ ル 部 １ １ ０ の 体 腔 内 へ の 導 入 を 容 易 に す る た め に
必 要 で あ り 、 ま た 投 薬 チ ャ ン ネ ル の 選 択 や 薬 効 促 進 用 の 超 音 波 照 射 方 向 を 決 定 す る の に 有
効 で あ る が 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ が 常 に 表 示 器 ２ ４ １ の 上 部 に 固 定 表 示 さ れ る よ う に
す る こ と も で き 、 こ の 場 合 に は 、 振 動 子 （ １ １ １ ） と ガ イ ド ワ イ ヤ １ ６ ０ と の 間 の 位 置 関
係 を 画 像 に よ り 確 認 し な く て 済 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 実 施 例 に お い て は 、 薬 剤 注 入 部 １ ５ ０ を 、 各 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ に 直 結 す る 注 入 口
１ ５ １ か ら 直 接 、 薬 剤 注 入 器 ５ ０ ０ に よ り 薬 剤 ６ ０ ０ を 注 入 す る 構 造 と な っ て い る が 、 図
４ に 示 す よ う に 投 薬 チ ャ ン ネ ル １ １ ５ － １ ～ １ １ ５ － ３ と 対 応 接 続 す る エ ク ス テ ン シ ョ ン
チ ュ ー ブ １ ５ ２ （ １ ５ ２ － １ ～ １ ５ ２ － ３ ） を 設 け て 、 こ の エ ク ス テ ン シ ョ ン チ ュ ー ブ １
５ ２ の 端 部 か ら 薬 剤 を 注 入 す る よ う に し て も よ い 。
こ の 場 合 、 エ ク ス テ ン シ ョ ン チ ュ ー ブ １ ５ ２ の 端 部 に 、 ３ 方 括 栓 １ ５ ３ （ １ ５ ３ － １ ～ １
５ ３ － ３ ） を 配 置 す る と 、 薬 剤 の 混 入 投 与 な ど が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の カ テ ー テ ル 部 に 対 し 、 そ の 先 端 部 分 に 周 波
数 の 異 な る 診 断 用 振 動 子 及 び 薬 効 促 進 用 振 動 子 を 隣 接 配 置 し 、 そ の カ テ ー テ ル シ ー ス に は
こ れ ら 振 動 子 配 置 部 位 に 向 っ て 開 口 す る 投 薬 チ ャ ン ネ ル を 設 け て 、 診 断 用 振 動 子 を 用 い て
体 腔 内 の 患 部 を 診 察 し 、 投 薬 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 体 腔 内 の 患 部 に 直 接 薬 剤 を 投 与 し 、 こ の
投 与 さ れ た 薬 剤 に 対 し 薬 効 促 進 用 振 動 子 か ら 超 音 波 を 照 射 す る 構 成 、 構 造 と す る こ と に よ
り 患 部 診 察 の 後 、 こ の 診 察 結 果 に 基 づ い て 、 カ テ ー テ ル 部 か ら 直 接 、 患 部 に 対 し 薬 剤 が 投
与 さ れ る の で 、 従 来 の よ う に 診 察 後 、 改 め て 薬 剤 の 内 服 や 注 射 等 を し な く て 済 み 、 患 者 に
対 す る 負 担 、 痛 み を 無 く す こ と が で き る と 同 時 に 、 薬 剤 投 与 が 患 部 に 直 接 的 で あ る の で 、
薬 効 を 高 め 、 か つ 薬 効 促 進 を は か る こ と が で き る 上 、 患 部 以 外 へ の 薬 剤 に よ る 副 作 用 を 抑
え る こ と が で き 、 ま た 、 投 与 さ れ た 薬 剤 に 対 し 超 音 波 が 照 射 さ れ る の で 、 薬 剤 の 外 皮 が 破
壊 さ れ て 、 更 に 薬 効 促 進 を は か る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 、 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 部 分 の 全 体 斜 視 図 、 そ の カ テ ー テ ル
部 先 端 部 分 の 拡 大 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 、 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 実 施 例 の 、 体 腔 内 へ の カ テ ー テ ル 部 挿 入 状 態 、 及 び そ の
患 部 付 近 の 断 面 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ ～ 図 ３ に 示 さ れ た 実 施 例 に お け る 、 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 の 薬 剤 注 入 部 に 対
す る 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム の 第 １ の 例 に お け る 、 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 部
分 の 全 体 斜 視 図 、 及 び そ の カ テ ー テ ル 部 先 端 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 ・ 投 薬 シ ス テ ム の 第 ２ の 例 に お け る 、 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 の
先 端 部 分 の 斜 視 図 及 び そ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ ， １ ０ ０ ａ 　 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子 （ 投 薬 機 構 付 ）
１ １ ０ 　 カ テ ー テ ル 部
１ １ １ 　 診 断 用 振 動 子
１ １ ２ 　 薬 効 促 進 用 振 動 子
１ １ ３ 　 振 動 子 保 持 部
１ １ ４ 　 ト ル ク ワ イ ヤ
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１ １ ５ ， １ １ ５ － １ ～ １ １ ５ － ３ 　 投 薬 チ ャ ン ネ ル
１ １ ６ 　 カ テ ー テ ル シ ー ス
１ １ ７ 　 信 号 線
１ ２ ０ 　 操 作 部
１ ２ １ 　 モ ー タ
１ ２ ２ 　 ス リ ッ プ リ ン グ
１ ３ ０ 　 ケ ー ブ ル
１ ４ ０ 　 コ ネ ク タ
１ ５ ０ ， １ ５ ０ ａ 　 薬 剤 注 入 部
１ ５ １ ， １ ５ １ － １ ～ １ ５ １ － ３ 　 注 入 口
１ ５ ２ ， １ ５ ２ － １ ～ １ ５ ２ － ３ 　 エ ク ス テ ン シ ョ ン チ ュ ー ブ
１ ５ ３ ， １ ５ ３ － １ ～ １ ５ ３ － ３ 　 ３ 方 括 栓
１ ６ ０ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
２ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 （ 薬 効 制 御 機 能 付 ）
２ １ ０ 　 コ ネ ク タ
２ ２ ０ 　 モ ー タ 駆 動 部
２ ３ ０ 　 診 断 用 超 音 波 信 号 発 生 部
２ ４ ０ 　 信 号 処 理 ・ 表 示 部
２ ４ １ 　 表 示 器
２ ５ ０ 　 投 薬 チ ャ ン ネ ル 選 択 部
２ ６ ０ 　 薬 効 促 進 用 超 音 波 信 号 発 生 部
３ ０ ０ ｘ 　 体 腔 内 用 超 音 波 探 触 子
３ １ ０ ｘ ， ３ １ ０ ｙ 　 カ テ ー テ ル 部
３ １ １ ｘ ， ３ １ １ ｙ 　 カ テ ー テ ル シ ー ス
３ １ ２ ｘ ， ３ １ ２ ｙ 　 振 動 子
３ １ ３ ｘ ， ３ １ ３ ｙ 　 保 持 部
３ １ ４ ｘ 　 ト ル ク ワ イ ヤ
３ １ ５ ｘ 　 信 号 線
３ ２ ０ ｘ 　 操 作 部
３ ３ ０ ｘ 　 ケ ー ブ ル
３ ４ ０ ｘ 　 コ ネ ク タ
３ ５ ０ ｙ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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